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（参考）JICA本邦研修について

＜研修の主な形態と受入人数（2019年度実績）＞

①

②

③

④

1年未満
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• JICAが本邦で実施する研修は4つスキームに大別される。
• RAMPが実施する「道路アセットマネジメントプラットフォーム長期研修員事業

（以下、RAMP研修員事業）は、1年以上の受入れを行う「長期研修」に区分さ
れる。



１．事業概要
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１．事業概要

＜RAMP研修員事業の狙い＞

• 開発途上国において、道路アセットマネジメントの定着に向けた役割を担う人材を戦
略的に育成することを目指す。

＜RAMP研修員事業の目的＞

• 各国の長期研修員に対して、

1. 本邦大学院において道路アセットマネジメントにかかる知識・技術を修得させる
2. 日本の取り組み状況や人材育成手法の視察を通じた本邦技術に対する理解促進
3. 日本国内の政策立案者や研究開発者との人脈形成 等

を行うことにより、将来の同分野における中核となる人材を育成し、自国での道路ア
セットマネジメント定着に向けた政策立案や実施に寄与することを目的とする。



• 2018年度より受入れを開始し、2023年12月時点で17カ国、計71名の長期研修
員受入れを実施。（在学中の学生は47名）

• 研修生の約9割が行政官であり、約6割が修士課程に進学している。
• 対象国は、技術協力プロジェクト実施済み国を原則として選定。
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44

25

2
国別受入れ実績

アジア地域 アフリカ地域 南アメリカ地域

44

27

コース別受入れ実績

修士課程 博士課程

65
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研修員所属先

行政官 大学教員

１．事業概要（国・研修員人数）

2018年度 4人

2019年度 4人

2020年度 16人

2021年度 11人

2022年度 14人

2023年度 22人

2024年度 （予定） 20人

2025年度 （予定） 25人

＜年度別受入れ人数＞
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１．事業概要（受入れ大学一覧）

• 研修員受入れにあたって、15の国内大学と覚書を締結し、委託契約を実施。

＜受入れ大学一覧（計15大学）＞ ＜大学との覚書＞

＜受入委託契約書＞



２．選考プロセス



(1) JICA内で書類審査（スクリーニング）
(2) 受入れに関心のある先生と候補生を

マッチング
→マッチングに際しては、大学側が

受け入れたい候補生を選択
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(1) 書類審査や面接を通じて、マッチン
グが成立した候補生は、各大学の
面接や筆記試験を受験

(2) 合格となれば、各大学に入学

(1) JICA事務所を通じ、各国の省庁や
大学機関等に対して、候補生を募集

２．選考プロセス

• 大学入学の約1年前から、各国に候補生を募り、JICA内や国内大学の書類審
査・面接を経て、研修員を決定する。

約13か月



３．来日中の取組み



＜インターンシップの実績＞

• 希望する学生に対しては、インターン
シップへの参加機会を提供。

• 2名の研修員が、国内企業2社へイン
ターンシップを実施し、国内技術・取
組みの理解を深め、自身の研究論文
に役立てた。
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＜特別プログラムや留学生セミナーの
開催実績＞

• 在学中の全研修員を対象としており、
半年に1回程度の頻度で開催。

• 大学やNEXCOの協力も頂きつつ、こ
れまでに5回開催。

３．来日中の取組み

• 長期休暇期間中には、工事現場の視察や本邦技術の点検デモなどを行うプ
ログラムやセミナーを提供。

• 希望する研修員に対しては、本邦企業の協力も頂きつつ、インターンシップを提供。



（直近の開催状況）

2023年8月 在学中の各研修員より研究内容発表、清水建設技術研究所見学
2022年3月 NEXCO西日本吹田管制センター、新名神高速高架橋工事現場見学

３．来日中の取組み

これまでに以下2社でインターンシップを実施。

① 2021年9月 株式会社片平エンジニアリング・インターナショナル
道路行政や高速道路の施工管理、維持管理に関する講義と現場視察（12日間）

② 2023年2～3月 大日コンサルタント株式会社
橋梁の点検・補修設計に関する説明および現場視察（3日間）

＜特別プログラム及び留学生セミナー＞

＜インターンシップ＞

11



３．来日中の取組み（研修員間の交流促進）

• 研究活動や日々の生活等について記入する自己紹介シートを作成・展開し、
各研修員の素顔を知ってもらう機会を提供。

• LinkedInを活用し、各研修員間のコミュニケーションを促進するプラットフォー
ムを提供。

＜自己紹介シート＞

＜RAMP研修員事業 LinkedIn＞
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３．来日中の取組み（受賞実績の広報）

• RAMP研修員が、国内外のシンポジウム等で研究活動に係る賞を受賞した際
は、JICA/RAMPのホームページ上でも紹介。

 エチオピア長期研修員（北見工業大学）

「アジア・オーストラレーシア道路会議2023（AARC2023）」においてBest Technical Paper Awardを受賞

 ブータン長期研修員（金沢工業大学）

「第20回地盤災害軽減国際シンポジウム」において優秀講演者賞を受賞



問題が見られる研修員に対しては、JICA担当職員や産業医が個別ヒアリングし、

問題解決に向けた支援を実施
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３．来日中の取組み（モニタリング活動）

• 在学中の全研修員に対して、半年に1回の頻度で書面によるモニタリングを実
施。

• 学業や生活、健康面に問題が見られる研修員に対しては、JICA担当職員や
産業医が個別にヒアリングを実施し、在学中の活動をサポート。

(1) 学業面の情報（研究テーマ、研究概要、特筆すべき経験及び成果）

(2) 受入れ大学に対する評価（研究室や図書館、カリキュラム、指導教

官等の満足度）

(3) 日常生活の状況（居住環境、交友関係、学校外行事の参加状況）

(4) 将来の計画

(5) JICAへの要望

（主なモニタリング項目） ※書面形式



４．研修終了後（帰国後）の取組み



国 修了 大学院課程 大学 所属先・役職

1 ラオス
2020年春 修士課程

北海道大学 Department of Transport, Ministry of Public Works and Transport of Lao PDR
2 カンボジア 東京大学 Ministry of Public Works and Transport

3 ラオス

2021年春

博士課程 長崎大学
Public Works and Transport Training Institute, Ministry of Public Works and 
Transport, Lao P D R.

4 バングラデシュ
修士課程

金沢工業大学 Roads and Highways Department
5 モンゴル 岐阜大学 Ministry of Road and Transport Development of Mongolia
6 フィリピン 琉球大学 Department of Public Works and Highways - Bureau of Maintenance
7 ラオス 2021年秋 博士課程 長崎大学 The Ministry of Public Works and Transport, Department of Roads
8 エジプト

2022年春
博士課程 長崎大学 Egyptian National Institute of Transport - Ministry of Transport.

9 ブータン 修士課程 岐阜大学 Department of Roads, Ministry of Works and Human Settlement, Engineer
10 ブータン

2022年秋 修士課程

東京大学 Department of Roads, Ministry of Works and Human Settlement, Engineer

11 ブータン 長崎大学
Department of Roads, Ministry of Works and Human Settlement, Deputy 
Executive Engineer

12 ブータン 芝浦工業大学 Department of Roads, Ministry of Works and Human Settlement, Engineer

13 ケニア 芝浦工業大学
Department of Road asset and corridor management,Kenya Urban Roads  
Authority, Engineer

14 キルギス 琉球大学
Ministry of Transport and Roads of the Kyrgiz Republic, head of the Asset 
Management Department

15 ミャンマー 東京大学
Ministry of Construction, staff officer of bridge maintenance section, Department of 
Bridge

16 ミャンマー 大阪大学 Ministry of Construction, staff officer, Department of Highways
17 フィリピン 芝浦工業大学 Ministry of Construction, staff officer, Department of Highways
18 ケニア

2023年春
博士課程 岐阜大学 Department of Survey,Kenya National Highways Authority, Surveyor

19 フィリピン 修士課程 長崎大学
Department of Public Works and Highways / Engineer, Planning Section, Planning 
and Design Division, DPWH Regional Office VII

20 エチオピア

2023年秋

博士課程
大阪大学

Addis Ababa City Roads Authority, Road Asset Management and Database, 
Director

21 チリ 東北大学 Assistant Professor, Universidad de Santiago de Chile

22 ケニア

修士課程

琉球大学
Department of Directorate of Development Special Project, Kenya National 
Highways Authority, Engineer

23 フィリピン 琉球大学
Department of Public Works and Highways, Zamboanga Sibugay II, Region IX / 
Engineer

24 ラオス 芝浦工業大学
Ministry of Public Works and Transport / Director of Division of Personnel, 
Planning and Disbursement 16

４．研修終了後の取組み（帰国後の所属先・役職）

• 2023年12月時点で、計24名の研修員が卒業し、自国の所属先に復帰している。
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４．研修終了後の取組み（帰国後調査）

• 帰国研修員に対しては、帰国1年後を目途に、現在の職務内容等の情報を収
集した上で個別インタビューを実施。

• インタビューでは、獲得した知見の活用状況や、日本・他研修員間との交流状
況等について調査。

1. 帰国後の職務
1) 現在の職務内容（設計、メンテナンス、予算管理など、

具体的な内容）
2) 留学前と別の部門である場合、異動となった経緯お

よび現在の職務に対しどのように取り組んでいるか、
国際的な視野での業務はあるか

3) JICAの実施するプロジェクトへの関わりはあるか
4) 今後のキャリアプラン

2. 知識、スキルの活用
1) 日本で得たスキル、知識、経験は現在の職務に活用

されているか
2) 活用できている場合、どのように活用されているか
3) 知識やスキルの活用を促進または阻害した要因は

何と考えているか
4) 日本で得ておきたかった知識やスキルについて何か

あれば

3. 日本とのネットワーク維持
1) 留学先の大学および日本の関連機関と現在交流がある

か
2) 交流がある場合、どの様に交流があるか、その頻度や

目的について
3) 日本の関係者の研究やプロジェクト等を支援したことが

ある場合はその詳細

4. 研修員間のネットワーク維持
1) 道路アセットマネジメントの帰国研修員間での交流有無
2) 交流の促進または阻害となる要因
3) 交流がある場合、どの様に交流があるか、その頻度や

目的について

5. その他
1) 自国で抱えている課題
2) 今後RAMPプログラムに応募する自国からの候補者に

何かアドバイスがあれば

＜インタビュー項目＞
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• 自身の留学経験は自らの知識向上だけでなく、政策立案等にも活用できることから、
モンゴルの道路分野全体に良い影響をもたらした。

• 分析手法やデータの扱い方など、キルギスでは浸透していない手法や考え方を学ぶこ
とができ、業務に活用すべく提案している。

• 帰国後も研究室とは頻繁に連絡を取り合い、学生に対しデータ活用に関するアドバイ
ス等を行っている。

• JICAプロジェクトに直接関与する機会は現在ないが、近い将来バングラデシュ駐在の
JICA職員や関係者と協力し、現地エンジニアに対して自身が得た知識を広めていく予
定。

• 自身がより学びたいという気持ちが強く、日本で学業の継続を希望しており、今度は博
士課程に応募したい。

４．研修終了後の取組み（帰国後調査）

• インタビューでは、大学での研究内容や日本での経験が、自国での政策立案
や業務に役立っているといった声が得られた。

• 習得した知識を自国の業務に還元し、関係者の能力向上に向け精力的に活
動している研修生が複数名確認できた。

＜帰国後インタビューで研修員から得られたコメント（抜粋）＞
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• 所属省庁からは本プログラムへの候補者がなかなか集まらないのが現状。

• 留学中の職員が多く、また一度国を出てしまうと帰国しない人も多いため人材不足が
顕著であり、現職の職員は横断的に業務を行っている。

• 所属部署で英語を話す職員が一人しかいないということもあって多忙であり、帰国後
は日本のプロジェクトに関わる機会は得られなかった。

• 帰国後は自国の状況が一変してしまった。所属部署は同じだが、エンジニアとしての
業務ではなく、書類作業や官僚的な業務が多い。帰国後に留学経験を職場の中で活
かしている他国の研修員とは状況が全く異なる。

• 留学中に「アスファルトコンクリート代替材料」に関するテーマで研究した。ケニアでは、
従来アスファルトコンクリートを使用しており、自身が代替材料について提案するのは
時期尚早であるが、データの利活用について日本での知見が役立っている。

４．研修終了後の取組み（帰国後調査）

＜帰国後インタビューで研修員から得られたコメント（抜粋）＞

• 所属部署の人材不足や英語力不足の影響により、候補者が集まらない、帰国
後に留学経験を職場で活かせていないといった実情が確認できた。

• 日本の大学での研究内容とその国の実態に違いがある、といった声も得られ
た。
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• RAMP研修員アルムナイメンバー（約70名）向けに、オンラインセミナーをケニ
アで開催し、ケニア修了生2名から、日本での研究生活や帰国後の仕事につ
いて発表。

４．研修終了後の取組み（活躍事例）

＜RAMP研修員事業アルムナイセミナー
プログラム（2023年6月開催）＞

＜登壇したケニア人修了生2名＞



４．研修終了後の取組み（活躍事例）

• 帰国後も本邦大学での経験を活かして
活躍する研修員については、グットプラク
ティスとして特集し、開発協力白書で紹
介。
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～～現在は、ラオスの公共事業運輸省に戻り、
橋梁維持管理の現場での技術指導や後進育
成に成果を上げています。また、長崎大学や
国際開発センターなど産学官の連携により実
施されている技術協力「橋梁維持管理能力強
化プロジェクト」の中核的な人材としても活躍
しています。～～

（2021年度 開発協力白書 抜粋）



５．受入れにあたっての課題



• 慢性的な人材不足のため、自国の優秀
な行政官を2年間日本に派遣することは
厳しい。

• 英語力不足のため、留学希望はあるが
応募できない職員が多数。

• 他国や国内の他の奨学金との競合。
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将来的に、
• 募集段階で各国から優秀な候補者が集

まらない可能性。
• RAMＰ研修員事業の応募倍率の低下

が懸念。

５．受入れにあたっての課題（来日前）

＜課題＞
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• 研究テーマのミスマッチ（自国所属機関
の能力・活動内容と研究内容の不一
致）が生じている。

例）日本で研究した技術は高度すぎて自国では活
用できない状況であった等

• 受入れ大学によっては、英語環境が限
られており、知識の習得に苦労している。

• 大学内や研究室内に留学生が少なく、
学業や私生活面で孤独を感じている。

５．受入れにあたっての課題（来日中）

＜課題＞

• 年によっては、運営側（JICA）の受入れ
能力以上の研修員が在籍し、研修員一
人一人に対して十分なサポートが行え
ていない。

＜ごく少数であるが、
ヒアリングを通じて確認された課題＞
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• LinkedInといったSNS媒体を活用し交流
を促しているが、それ以上の継続的な
関係構築は図れていない。

• 本研修実施がどのように日本・相手国
に裨益したか、詳しく把握しきれていな
い。

５．受入れにあたっての課題（帰国後）

＜課題＞



６．広報活動



広報用パンフレット：
https://www.jica.go.jp/activities/issue
s/transport/ramp/ku57pq00002mfxk
m-att/ramp_pamphlet.pdf

YouTube動画の公開：
https://www.youtube.com/watch?v=7
ANnpJmGOAM&feature=youtu.be
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６．広報活動



７．審議事項



（背景・問題意識）

• 受入れ開始以降、次ページ掲載の狙い／目的の下、研修員・大学数を増やし、本事
業の拡大を図ってきた。

• 本事業の成果として、来日中や帰国後に学業面で成果を上げている研修員や、自国
と日本を結ぶ懸け橋となっている研修員も複数見られる一方、将来的に、優秀な学
生が集まらない等の懸念も顕在化しつつある。

• 改めて本事業の狙い／目的を確認し、新たな目的や付加価値を設定する必要があ
るか、今一度原点に立ち戻って検討する必要があると認識している。

７．審議事項１

① 研修員受入れから約5年が経過するが、RAMP研修員事業に改
めて期待すること。また、 双方がwin-winになる仕組み・アイデ
アがあれば伺いたい。
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（JICAとして考える仕組み・アイデア）
• 博士号取得者数を増やす
• 受入れ研究領域に計画系も含める 他
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（再掲）RAMP研修員事業概要

＜RAMP研修員事業の狙い＞

• 開発途上国において、道路アセットマネジメントの定着に向けた役割を担う人材を戦
略的に育成することを目指す。

＜RAMP研修員事業の目的＞

• 各国の長期研修員に対して、

1. 本邦大学院において道路アセットマネジメントにかかる知識・技術を修得させる
2. 日本の取り組み状況や人材育成手法の視察を通じた本邦技術に対する理解促進
3. 日本国内の政策立案者や研究開発者との人脈形成 等

を行うことにより、将来の同分野における中核となる人材を育成し、自国での道路ア
セットマネジメント定着に向けた政策立案や実施に寄与することを目的とする。



７．審議事項２

② 道路アセットマネジメントの定着に向けた役割を担う人材を戦略
的に育成する上で、受け入れ体制を強化すべき研究領域はあ
るか（例：土木計画等）。

（背景・問題意識）
• 受入研修員の約9割は道路行政を担う技術系行政官で構成されており、今後もこの

傾向は大きく変わらないと想定される。

• 「道路アセットマネジメント」に係る分野であることは前提としつつ、例えば土木計画
や防災といった、行政で必要とされる分野についても本事業で提供できるよう、研究
受入機関を開拓していくべきか、あるいは、今後も土木技術のコアとなる、構造・材
料系を主軸に、研修員の獲得に努めていくべきかご意見伺いたい。
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＜研修員所属先＞

行政官 大学教員

＜RAMP研修員事業における
主な研究分野（現状）＞

• 土質力学
• コンクリート工学
• 鋼構造学
• 舗装工学 等 31


